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九
月
二
十
日
、
町
内
六
地
区
で

「
敬
老
の
日
」
の
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
地
区
と
も
、
地
域
を
挙
げ

て
お
祝
い
が
行
わ
れ
、
お
祝
い
の
言

葉
や
表
彰
状
・
感
謝
状
・
記
念
品
を

贈
呈
し
町
民
み
ん
な
で
祝
福
し
ま
し

た
。
ま
た
、
宴
会
の
席
で
は
、
お
酒

を
酌
み
交
わ
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。（
昨
年
ま
で
は
九
月
十

五
日
が
「
敬
老
の
日
」
で
し
た
が
、

本
年
か
ら
九
月
の
第
三
月
曜
日
が

「
敬
老
の
日
」
に
代
わ
り
ま
し
た
。）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（
結
婚
六
十
年
）
四
組

順
不
同
（
敬
称
略
）

永
　
野
　
中
越
喜
代
馬
・
夏
恵

宮
野
々
　
明
神
　
秀
雄
・
和
佐

久
保
谷
　
吉
村
　
勇
貴
・
冨
子

島
　
中
　
吉
村
　
広
美
・
秀
美

金
婚
夫
婦（

結
婚
五
十
年
）
二
十
六
組

順
不
同
（
敬
称
略
）

田
野
々
　
川
上
　
照
雄
・
尚
美

田
野
々
　
中
越
綾
威
縷
・
秀
子

田
野
々
　
中
越
　
武
清
・
喜
美
子

永
　
野
　
中
越
　
竹
男
・
久
寿
伊

太
田
戸
　
大
野
幸
次
郎
・
チ
エ
子

井
　
高
　
高
橋
　
俊
清
・
　
栄

井
　
高
　
正
岡
　
正
季
・
　
均

文
　
丸
　
西
村
　
光
春
・
茂
雄

坂
本
川
　
広
瀬
　
達
男
・
久
美

富
　
永
　
森
岡
　
　
茂
・
富
子

大
蔵
谷
　
中
越
　
武
誌
・
清
子

川
　
口
　
中
越
　
定
春
・
末
子

川
西
路
　
中
越
　
定
一
・
富
貴
子

仲
　
洞
　
西
村
寛
治
郎
・
鶴
留

北
　
町
　
中
越
　
守
雄
・
楠
野

西
　
町
　
廣
井
　
功
三
・
久
恵

南
　
町
　
中
越
　
利
明
・
　
静

上
　
成
　
中
山
　
直
明
・
重
子

上
西
の
川

西
内
　
武
美
・
笹
美

竹
の
藪
　
岡
林
　
森
義
・
富
恵

竹
の
藪
　
岩
本
　
　
正
・
祐
衛

竹
の
藪
　
桑
原
　
重
治
・
徳
見

宮
野
々
　
西
添
　
利
祝
・
悦
子

九
月
一
日
、
高
知
新
聞
社
主
催
に

よ
る
「
第
47
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」

が
須
崎
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
二
十
六
組
の
方
々
が

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
、
お
二
人
で
力

を
合
わ
せ
苦
楽
を
共
に
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
五
十
年
間
の
祝
福
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
台
風
十
六
号
通
過
の
直
後

で
大
変
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
バ
ス

の
中
で
は
、
皆
さ
ま
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

九
月
二
日
、
敬
老
の
日
に
さ
き
だ

ち
、
九
十
五
歳
以
上
の
方
々
で
、
在

宅
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
十
名
の
皆

さ
ま
を
中
越
町
長
が
訪
問
し
、
記
念

品
を
贈
り
、
長
寿
の
お
祝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
そ
れ

ぞ
れ
人
生
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
お

元
気
で
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

九
月
八
日
、
高
知
新
聞
創
刊
百
周

年
、
高
知
放
送
開
局
五
十
周
年
記
念

行
事
と
し
て
、
過
去
の
戦
争
で
ご
主

人
を
亡
く
さ
れ
た
女
性
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
「
も
う
ひ
と
つ
の
金
婚
式
」
が

高
知
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
梼
原
町

か
ら
も
四
名
の
方
が
出
席
さ
れ
「
周

囲
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
ま
で
生
き
て
こ
れ
ま
し
た
」

と
戦
後
を
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

金婚式を迎えられたみなさん

もうひとつの金婚式に参加のみなさん

地域を挙げての祝福（四万川会場）

金
　
婚
　
式

夫婦健康でいつまでもお元気で

長
寿
者
訪
問

も
う
ひ
と
つ
の
金
婚
式

敬
　
老
　
会
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初
瀬
本
村

松
山
　
美
則
・
虎
兎
猪

島
　
中
　
又
川
　
幸
馬
・
八
重
子

松
　
原
　
吉
村
　
茂
視
・
千
恵
子

長
　
寿
　
者

（
九
十
五
歳
以
上
）
二
十
九
名

年
齢
順
（
敬
称
略
）

大
蔵
谷
　
明
神
　
　
品
　
一
〇
八

松
　
原
　
下
元
　
松
栄
　
一
〇
五

太
田
戸
　
久
保
　
徳
綱
　
一
〇
二

文
　
丸
　
中
越
　
元
恵
　
一
〇
二

井
の
谷
　
中
越
　
岩
代
　
　
九
九

川
　
口
　
西
森
　
芳
野
　
　
九
九

竹
の
藪
　
氏
原
　
亀
吉
　
　
九
九

上
　
成
　
森
山
　
政
代
　
　
九
九

六
　
丁
　
下
元
富
士
恵
　
　
九
八

坂
本
川
　
広
瀬
　
三
呂
　
　
九
八

広
　
野
　
大
崎
　
秀
美
　
　
九
八

茶
や
谷
　
下
元
サ
カ
エ
　
　
九
八

川
西
路
　
二
村
　
力
子
　
　
九
七

下
本
村
　
中
越
　
廣
美
　
　
九
六

太
田
戸
　
川
内
　
初
男
　
　
九
六

富
　
永
　
森
山
　
徳
美
　
　
九
六

東
　
町
　
那
須
　
宗
吉
　
　
九
六

川
西
路
　
中
平
　
一
恵
　
　
九
六

川
　
井
　
中
越
　
光
馬
　
　
九
六

仲
　
洞
　
上
田
　
三
幸
　
　
九
六

広
　
野
　
中
越
　
熊
恵
　
　
九
六

影
野
地
　
氏
原
　
喜
寿
　
　
九
六

松
　
原
　
長
山
　
鹿
尾
　
　
九
六

東
　
川
　
佐
竹
　
熊
恵
　
　
九
五

六
　
丁
　
中
岡
　
徳
美
　
　
九
五

茶
や
谷
　
中
越
　
吉
代
　
　
九
五

東
　
町
　
松
岡
　
　
友
　
　
九
五

広
　
野
　
明
神
　
留
喜
　
　
九
五

上
西
の
川

松
田
イ
リ
エ
　
　
九
五

（
年
齢
は
平
成
十
七
年
三
月
末
日
に

お
け
る
満
年
齢
）

国
道
四
四
〇
号
町
中
の
拡
幅
工
事

に
合
わ
せ
て
、
現
在
、
町
中
心
部
の

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
津
野
山
農
業
協
同
組
合
や
商

工
会
、
高
知
銀
行
か
ら
町
が
新
し
い

庁
舎
を
建
設
す
る
な
ら
、
そ
の
中
へ

一
緒
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
役
場
単

独
庁
舎
は
建
設
し
な
い
と
い
う
方
針

で
し
た
が
、
三
団
体
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
現
庁
舎
も
老
朽
化
し
耐
震
構

造
で
は
な
い
た
め
、
近
い
将
来
必
ず

来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
大
地
震

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
防

災
の
拠
点
と
も
な
る
新
し
い
総
合
庁

舎
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

建
設
場
所
は
、
現
庁
舎
裏
側
の
駐

車
場
を
予
定
。
新
し
い
総
合
庁
舎
が

完
成
し
て
か
ら
現
庁
舎
を
取
り
壊
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

設
計
は
、
太
郎
川
公
園
の
「
雲
の

上
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
設

計
し
た
東
京
在
住
の
隈
研
吾
氏
が
、

建
築
設
計
の
傍
ら
慶
応
義
塾
大
学
の

教
授
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
学
生
と
と
も
に
研
究
し
て
い

る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
生
命
建
築
（
環

境
に
配
慮
し
た
建
物
）
に
お
け
る
研

究
開
発
の
一
環
と
し
て
総
合
庁
舎
を

設
計
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
梼

原
町
が
推
進
し
て
い
る
環
境
の
取
り

組
み
に
合
致
す
る
も
の
で
、
慶
応
義

塾
大
学
と
委
託
契
約
を
締
結
し
設
計

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

建
物
の
規
模
や
機
能
等
に
つ
い
て

は
役
場
内
の
課
長
会
等
で
も
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
参
考
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
九
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日
の
二
日
間
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
四

十
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
総
合
庁
舎
と
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

何
か
ご
意
見
が
あ
れ
ば
企
画

調
整
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
工
事
の
発
注
は
今
年

度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

貴重なご意見、ご提言をいただきました
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九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
運
動
初
日
の
二

十
一
日
に
は
、
梼
原
交
番
と
交
通
指

導
員
を
先
頭
に
、
西
川
小
学
校
十
七

名
（
堀
内
正
次
校
長
）、
四
万
川
小
学

校
四
十
三
名
（
山
ì
鈴
子
校
長
）
の

児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
が
秋
の
交
通
安

全
運
動
啓
蒙
行
事
と
し
て
、
中
央
商

店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
梼
原
小
学
校
（
百
二
十

六
名
）
や
梼
原
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
が

出
迎
え
、
鼓
笛
隊
の
可
愛
く
元
気
な

パ
レ
ー
ド
姿
に
道
行
く
人
や
商
店
の

皆
さ
ん
も
声
援
と
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

約
三
十
分
の
パ
レ
ー
ド
を
終
了
し

役
場
駐
車
場
へ
両
校
が
集
合
、
山
本

商
店
（
下
西
の
川
）
の
ご
好
意
で
児

童
の
皆
さ
ん
に
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

梼
原
交
番
の
氏
原
所
長
さ
ん
か
ら

は
、
交
通
安
全
の
お
話
が
、
梼
原
町

長
か
ら
は
、「
運
動
会
前
の
忙
し
い
と

き
あ
り
が
と
う
。
運
動
会
に
は
応
援

に
行
く
か
ら
ね
」
と
お
礼
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
は
、
太
郎
川
公

園
駐
車
場
で
、
梼
原
町
交
通
安
全
町

民
会
議
の
理
事
、
梼
原
交
番
、
交
通

指
導
員
、
母
の
会
、
カ
ト
レ
ア
会
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
、
交
通
安
全
の

チ
ラ
シ
や
山
本
商
店
の
ご
好
意
に
よ

り
眠
気
さ
ま
し
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
、
カ

ト
レ
ア
会
が
作
成
し
た
交
通
安
全
お

に
ぎ
り
と
交
通
安
全
事
故
防
止
祈
願

の
お
祓
い
を
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形

二
百
体
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

梼
原
町
交
通
安
全
町
民
会
議

九
月
二
十
四
日
（
金
）
梼
原
町
保

健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
で
高
知
県
交

通
安
全
協
会
須
崎
支
部
主
催
に
よ
る
、

優
良
運
転
者
、
優
良
学
校
、
優
良
交

通
功
労
者
に
対
し
て
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

須
崎
警
察
副
署
長
の
開
会
の
こ
と

ば
の
後
、
参
加
者
全
員
で
交
通
事
故

犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
が
お
こ
な
わ

れ
、
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
共

に
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
誓
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
交
通
安
全
協
会
須
崎

支
部
長
・
須
崎
警
察
署
長
の
挨
拶
の

後
、
表
彰
式
に
移
り
、
長
年
の
無
事

故
無
違
反
の
優
良
運
転
功
労
、
交
通

安
全
優
良
学
校
、
優
良
交
通
功
労
者

に
対
し
て
伝
達
及
び
授
与
が
行
わ
れ

た
。来

賓
の
梼
原
町
助
役
が
、「
運
転
の

マ
ナ
ー
、
毎
日
の
交
通
安
全
活
動
に

対
し
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
」
と
ね
ぎ
ら
い
と
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
前
田
博
章

氏
が
、「
当
た
り
前
の
事
を
し
て
表
彰

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
が
無
い
よ
う

に
、
更
に
交
通
安
全
活
動
に
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
い
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。

更
な
る
交
通
安
全
を
誓
い
合
い
閉

会
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
優
良
運
転
者
】
十
一
名

久
岡
　
　
武
　
　
松
　
原

吉
村
喜
久
子
　
　
島
　
中

市
川
　
岩
亀
　
　
久
保
谷

西
森
　
　
勇
　
　
中
　
平

岡
林
　
睦
夫
　
　
梼
　
原

川
上
裕
美
子
　
　
横
　
貝

川
上
　
直
幸
　
　
横
　
貝

嶋
本
　
徳
保
　
　
太
田
戸

川
上
ま
ゆ
み
　
　
田
野
々

松
田
　
ル
ミ
　
　
富
　
永

上
田
　
和
博
　
　
六
　
丁

【
優
良
学
校
】
二
校

梼
原
中
学
校

校
　
長
　
　
林
　
　
伸
一

梼
原
小
学
校

校
　
長
　
　
吉
岡
　
康
雄

【
優
良
交
通
功
労
者
】
二
名

前
田
　
博
章
　
　
川
西
路

下
藤
　
嘉
一
　
　
中
　
平

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
と
交
通
安

全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

可愛く元気なパレードです

九
月
二
十
二
日
須
崎
市
の
横
浪
運

動
広
場
で
、
須
崎
市
三
チ
ー
ム
、
他

の
町
村
は
各
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

試
合
に
先
立
ち
須
崎
警
察
副
署
長
を

講
師
と
し
て
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

の
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

た
。若

者
と
高
齢
者
の
歩
く
速
度
実
験

や
、
道
路
横
断
中
の
事
故
原
因
等
、

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
受
講

さ
れ
た
方
は
、
地
元
に
帰
っ
て
須
崎

市
で
勉
強
し
た
こ
と
を
伝
え
て
頂
く

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

大
会
は
選
手
宣
誓
の
後
、
各
コ
ー

ト
に
分
か
れ
、
楽
し
く
親
睦
の
ゲ
ー

ム
が
始
ま
っ
た
。
梼
原
か
ら
出
場
し

た
チ
ー
ム
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
入
賞

は
逃
し
た
が
、
来
年
に
望
み
を
か
け
、

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
で
の
勉
強
の

成
果
を
持
ち
帰
り
大
き
な
成
果
を
あ

げ
た
。

梼
原
町
交
通
指
導
員

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

第
二
十
回
高
幡
地
区
交
通
安
全

啓
発
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

交
通
安
全
須
崎
支
部
長
表
彰
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後
別
当
部
落
に
は
、
安
産
守
り
神

「
子
安
地
蔵
尊
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
昔
、
こ
の
地
域
に
難
産
で
死

亡
す
る
人
が
多
数
出
た
た
め
、
幡
多

郡
足
摺
山
（
現
土
佐
清
水
市
）
か
ら

高
僧
を
招
い
て
、
諏
訪
神
社
に
ま
つ

ら
れ
て
い
た
お
地
蔵
様
を
対
岸
に
う

つ
し
、
子
安
地
蔵
（
安
産
守
り
神
）

と
し
て
ま
つ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ
の
ご

利
益
に
す
が
る
参
拝
者
が
後
を
絶
た
な

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
今
で
も
願
掛
け

に
は
毎
年
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
一
回
の
お
祭

り
と
併
せ
、
安
産
を
祈
願
し
念
仏
を
奉

納
す
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
安
地
蔵
尊
周
辺
の
敷

地
が
狭
く
危
険
な
箇
所
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
問
題
点
で
あ
る
他
、
国
道

四
四
〇
号
が
改
良
さ
れ
旧
道
を
通
ら

な
く
な
っ
た
た
め
に
子
安
地
蔵
尊
の

場
所
が
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と

も
、
こ
の
事
業
で
何
と
か
で
き
な
い

か
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
事
業
で
「
子
安

地
蔵
尊
」
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
、

多
く
の
方
が
集
ま
る
場
と
し
て
安
全

で
心
の
癒
し
と
な
る
よ
う
な
場
を
部

落
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
事
を
決
め
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
、
平
成
十
四
・
十
五

年
度
に
は
、
公
園
を
訪
れ
て
い
た
だ

い
た
方
が
安
全
に
過
ご
す
事
が
で
き

る
よ
う
に
石
を
積
ん
で
公
園
と
し
て

敷
地
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
道
四
四
〇
号
子
安
ト
ン

ネ
ル
南
側
に
案
内
看
板
を
設
置
し
た

こ
と
で
よ
り
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
手
洗
い
場
や
ベ
ン
チ

を
設
置
し
、
よ
り
公
園
ら
し
く
し
て

い
く
こ
と
と
公
園
を
訪
れ
て
い
た
だ

い
た
方
に
「
子
安
地
蔵
尊
」
の
名
前

の
由
来
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

標
柱
の
設
置
等
も
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

さ
ら
に
多
く
の
方
が
訪
れ
る
癒
し

の
場
と
な
る
よ
う
に
、
公
園
周
辺
に

花
木
の
植
栽
を
し
、
定
期
的
に
清
掃

を
行
う
な
ど
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
年
産
ま
れ
た
子
ど
も
を
部
落

主
催
で
行
う
年
一
回
の
お
祭
り
に
案

内
し
、
そ
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
安
産
祈
願
に
、

ま
た
心
の
癒
し
と
な
る
後
別
当
「
子

安
地
蔵
公
園
」
に
お
越
し
下
さ
い
。

営
住
宅
な
ど
が
多
く
建
築
さ
れ
、
人

の
出
入
り
が
頻
繁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
住
民
同

士
が
一
体
と
な
れ
る
よ
う
、
部
落
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
小
字
を

調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
な
ぜ
小
字
？
」
と
思
わ
れ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
小
字
に
は
番
地
に

は
な
い
そ
の
土
地
土
地
の
表
情
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
先
人
達
が

そ
れ
ぞ
れ
場
所
の
特
徴
を
う
ま
く
つ

か
ん
だ
う
え
で
名
づ
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
言
い
伝
え
が
小
字
に
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
知
る
こ
と
は
先
祖
代
々
の
住

人
も
、
新
し
い
住
人
も
よ
り
深
く
部

落
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
部

落
へ
の
愛
着
を
深
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
活
動
の
中
心
組
織
と
し
て

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
部
落
の

「
小
字
図
」
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小
字
調
べ
に
は
梼
原
町
史
な
ど
の
文

献
を
め
く
り
、
さ
ら
に
は
部
落
住
民

へ
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
普
段
使
う
こ
と

の
な
い
小
字
を
聞
く
と
い
う
難
し
い

内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、

回
答
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
に
は
興
味
深
い
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
「
ブ
リ
キ
屋
」
で
す
。

由
来
は
「
昔
ブ
リ
キ
屋
を
営
ん
で
い

た
場
所
だ
か
ら
」
で
す
。
単
純
で
す

が
、
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
？
「
◯

◯
番
地
」
か
ら
は
何
も
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
、「
ブ
リ
キ
屋
」
か
ら
は
、
い

ろ
ん
な
想
像
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
昼

間
は
仕
事
が
あ
り
、
活
動
が
夜
遅
く

ま
で
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
田
野
々
公
会
堂
が
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
た
昨
年
、
そ
れ
を
祝
う
か
の

よ
う
に
百
八
十
cm
四
方
の
立
派
な
小

字
図
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
部
落

の
会
や
お
祭
り
の
際
に
は
住
民
が
小

字
図
を
取
り
囲
ん
で
、
語
ら
う
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
、

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
仮

称
・
田
野
々
誌
」
の
作
成
に
と
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の

に
仕
上
が
る
の
か
ま
だ
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
小
字
図
の
よ
う
に
立
派
な
も

の
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

田
野
々
部
落
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
昔
は
当
た
り
前
に
使
わ

れ
て
い
た
も
の
で
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
に
「
小

字
」
が
あ
り
ま
す
。
小
字
は
現
在
の

「
番
地
」
が
で
き
る
ま
で
は
、
場
所
を

示
す
も
の
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

田
野
々
部
落
は
越
知
面
区
の
中
で

も
人
家
が
多
く
、
ま
た
近
年
で
は
町

苦労を重ね完成した小字図

「
子
安
地
蔵
公
園
」
へ

よ
う
こ
そ
！
　
後
別
当
あ

心の癒しとなる公園づくり

「
小
字
こ
あ
ざ

」
調
査

田
野
々
あ
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最
近
は
、
と
か
く
日
常
生
活
の
上

で
「
ス
ト
レ
ス
」
や
理
由
が
分
か
ら

な
い
の
に
だ
る
い
、
や
る
気
が
で
な

い
な
ど
、
心
の
病
気
で
悩
ま
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
心
の
病
気
は
大

な
り
小
な
り
誰
も
が
抱
え
て
い
る
問

題
で
す
が
、
周
囲
だ
け
で
な
く
自
分

で
も
気
づ
か
ず
に
放
置
し
、
悪
化
し

て
い
く
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

早
め
に
自
分
の
心
の
問
題
に
気
づ
き
、

適
切
に
対
処
す
る
こ
と
で
、
病
気
が

改
善
し
健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
心

の
病
気
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

う
つ
病
と
は
？

う
つ
病
は
自
殺
が
起
き
る
背
景
に

上
げ
ら
れ
る
「
心
の
病
気
」
で
す
。

こ
の
病
気
で
恐
ろ
し
い
の
は
心
の
病

気
に
か
か
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
に
気
づ
か
ず
に
放
置
し
て
お
く
こ

と
な
の
で
す
。
最
悪
の
場
合
に
は
自

殺
さ
え
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
う
つ
病
の
サ
イ
ン
】

○
自
分
で
感
じ
る
症
状

憂
う
つ
、
気
分
が
重
い
、
気
分
が

沈
む
、
悲
し
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、

元
気
が
な
い
、
集
中
力
が
な
い
、
好

き
な
こ
と
も
や
り
た
く
な
い
、
細
か

い
こ
と
が
気
に
な
る
、
大
事
な
こ
と

を
先
送
り
に
す
る
、
物
事
を
悪
い
ほ

う
へ
考
え
る
、
決
断
が
下
せ
な
い
、

悪
い
こ
と
を
し
た
よ
う
に
感
じ
て
自

分
を
責
め
る
、
死
に
た
く
な
る
、
眠

れ
な
い

○
周
り
か
ら
み
て
わ
か
る
症
状

表
情
が
暗
い
、
涙
も
ろ
い
、
反
応

が
遅
い
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
飲
酒

量
が
増
え
る

○
身
体
に
出
る
症
状

食
欲
が
な
い
、
便
秘
が
ち
、
身
体

が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
、
性
欲
が

な
い
、
頭
痛
、
動
悸
、
胃
の
不
快
感
、

め
ま
い
、
喉
が
乾
く

【
治
療
は
？
】

う
つ
病
の
治
療
は
、
休
養
と
薬
物

療
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
状
況
に

応
じ
て
精
神
療
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
休
養
」
基
本
的
に
は
一
定
期
間
、

仕
事
や
家
事
な
ど
か
ら
離
れ
て
徹
底

的
に
心
身
を
休
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
休
め
な
い
と
無
理
を
す
れ
ば
よ

け
い
悪
化
し
ま
す
。

「
薬
物
療
法
」
う
つ
病
に
は
脳
内

の
神
経
伝
達
物
質
の
機
能
低
下
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
抗
う
つ

薬
や
抗
不
安
薬
の
服
用
に
よ
り
、
神

経
伝
達
物
質
の
働
き
を
回
復
さ
せ
る

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
精
神
療
法
」
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

認
知
行
動
療
法
、
森
田
療
法
、
自
律

訓
練
法
な
ど
を
通
じ
て
問
題
解
決
の

サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

パ
ニ
ッ
ク
障
害
不
安
障
害
と
は
？

身
体
に
は
何
の
異
常
も
な
い
は
ず

な
の
に
、
外
に
出
か
け
た
と
き
、
お

店
の
中
や
バ
ス
の
中
な
ど
で
突
然
に

胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
、
動
悸
が
し

た
り
、
め
ま
い
が
し
た
り
し
て
、
こ

の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
な
恐
ろ
し
い
不
安
に

苦
し
む
人
が
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
障

害
と
呼
ば
れ
る
病
気
を
持
っ
た
人
で

す
。
し
か
し
、
周
囲
か
ら
は
、
性
格

が
弱
い
と
思
わ
れ
た
り
、
お
お
げ
さ

だ
と
誤
解
さ
れ
た
り
し
て
、
適
切
な

対
応
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
症
状
が
だ

ん
だ
ん
強
く
な
っ
た
り
、
不
安
恐
怖

の
た
め
に
家
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
治
療
は
？
】

主
に
、
薬
物
療
法
に
よ
っ
て
パ
ニ

ッ
ク
発
作
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
症

状
が
発
展
し
な
い
よ
う
に
抑
え
る
と

と
も
に
、
反
復
す
る
発
作
に
よ
っ
て

失
わ
れ
た
社
会
機
能
を
回
復
す
る
た

め
の
心
理
療
法
を
行
い
ま
す
。

心
身
症
と
は
？

心
に
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
身
体

的
症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
病
気
を

総
称
し
て
「
心
身
症
」
と
い
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず

に
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
胃
潰
瘍
を

患
う
と
い
っ
た
も
の
が
典
型
的
な
心

身
症
の
例
で
す
。
症
状
は
体
全
体
に

わ
た
り
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て
特
定

の
臓
器
や
器
官
に
限
定
さ
れ
て
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

【
心
身
症
に
よ
る
主
な
疾
患
】

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
過
敏
性
腸

症
候
群
、
高
血
圧
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
じ
ん
ま
し
ん
、
円
形
脱
毛
症
、

多
汗
症
、
頭
痛
、
神
経
痛
、
気
管
支

喘
息
、
過
換
気
症
候
群
、
糖
尿
病
、

生
理
不
順
、
腰
痛
、
関
節
リ
ウ
マ
チ

【
治
療
は
？
】

心
身
症
の
身
体
症
状
は
様
々
な
の

で
、
最
初
は
心
身
症
と
は
思
わ
ず
、

内
科
や
皮
膚
科
、
婦
人
科
な
ど
の
専

門
科
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
病
気
の
治
療
を
し
て
も
思
う
よ

う
に
回
復
せ
ず
、
再
発
を
繰
り
返
す

場
合
は
、
心
身
症
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
一
度
心
療
内
科
を
受
診

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
に
関
す
る
相
談
窓
口

梼
原
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
指
導
係
）
六
五
―
一
一
七
〇

高
幡
保
健
所

（
障
害
保
健
課
）
四
二
―
一
八
七
五

高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

月
　：

13
時
〜
15
時

火
〜
金：

10
時
〜
15
時

〇
八
八
―
八
二
三
―
〇
六
〇
〇

・
面
接
相
談：

月
〜
金
（
要
予
約
）

〇
八
八
―
八
二
三
―
八
六
〇
九

高
知
い
の
ち
の
電
話
（
年
中
無
休
）

・
電
話
相
談
（
９
時
〜
21
時
）

〇
八
八
―
八
二
四
―
六
三
〇
〇

「
心
の
健
康
に
関
心
を
！
」
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現在、日本では食習慣の欧米化などにより、乳
がんにかかる人も、乳がんで亡くなる人も年々増
えています。女性がかかるがんの中で、乳がんは
トップを占めており、高知県でも毎年50人あまり
の方が乳がんで亡くなっています。
乳がんは早期発見・治療すれば“治るがん”と

いわれています。早期発見のためには、自己検診
やマンモグラフィ（乳房専用のＸ線検査）などの
定期検診が有効です。
対象となる方は、ぜひこの機会に受診しましょう。

対 象 者：40歳以上の女性
（事業所検診の対象の方は除きます）

検 診 日：平成16年12月１・２日
検診場所：和田城
検 診 料：500円

マンモグラフィを希望される方は、各地区の推進
員を通じてお申し込みください。日時・時間等は
後日、個別に連絡します。

（問合せ先）保健福祉支援センター　TEL65-1170
健康増進係：大崎　　　保健指導係：西山

マンモグラフィ検診の実施について（乳がん検診）

４日（木） 禁煙教室
松原サテライトデイサービス

７日（日） 歩こう会
８日（月） 川井いきいきふれあい広場
10日（水） 育児サークル
11日（木） 予防接種（インフルエンザ）
12日（金） あゆみの会

西区いきいきふれあい広場
15日（月） 東区いきいきふれあい広場
16日（火） 小児健診
19日（金） 予防接種（風疹・麻疹・三混）

越知面デイサービス友の会
初瀬いきいきふれあい広場

20日（土） 育児サークル
まごころ弁当

24日（水） 育児サークル
献血

25日（木） 予防接種（インフルエンザ）
26日（金） 断酒会

四万川いきいきふれあい交流会
◎毎週火曜日…ゆすっ子相談センター
◎毎週水曜日…陽だまり（託老所）

11月の保健福祉支援センター
事　業　計　画

禁禁禁禁煙煙煙煙教教教教室室室室ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

禁煙したいあなた！悩んでないで、
まずはチャレンジ！！

禁煙はまず始めることが大切です。
タバコをやめるのに遅すぎることはありません。
この機会にぜひ禁煙にチャレンジしてみませんか？

日　時 平成16年11月４日（木）
受付：18時～18時30分
講義及び個別支援：18時30分～19時30分

場　所 保健福祉支援センター　４階　大会議室
内　容 ・梼原病院医師による学習会

・尿中ニコチン代謝物濃度測定、呼気
CO濃度測定
・保健師による個別相談　など
＊禁煙実施期間中は、保健師が個別にサ
ポートしていきます。

希望される方は11月２日（火）までにご連絡ください。

お問い合わせ先
保健福祉支援センター
TEL 65-1170（保健指導係）

救急法講習会開催について

近い将来起こる南海地震に備え、一般の方に

も広く救急法を普及させるため、下記の日程で

救急法の講習を実施します。皆様の参加をお願

いします！

日　　時：平成16年11月10日（水）
午後６時から午後９時

場　　所：川西路構造改善センター（和田城）

定　　員：50名

講習内容

・心肺蘇生法（１時間）
・三角巾による包帯法（１時間）
・搬送及び止血法（１時間）

【申込連絡先】

高幡消防組合津野山分遣所 @40-1099
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“負担と給付のバランスがとれるようになるまで年金額を自動調整
当分の間は物価スライド特例措置による年金額が優先”

保険料を一定水準に固定したうえで、その時々の“社会全体の負担能力”に応じて年金額を
調整する「マクロ経済スライド」のしくみが平成16年10月から導入されます。
（年金受給額の改定は平成17年４月以降から）
このしくみにより、少子化で働き手が減り保険料収入が減少したり、平均余命が延び年金支

給が増加した場合、それに応じて年金額が自動的に調整されることになります。
68歳未満は名目手取り賃金の変動率を基準として、68歳以上は物価変動率を基準として、年

金改定率が毎年決定されます。
しかし、マクロ経済スライドによる年金改定率の調整がはじまるのは、現在特例措置により年金
額の引下げが据え置かれているマイナス1.7％分（平成12～14年度の３年分のマイナス物価スライド
分）について、今後の物価上昇時に年金額を据え置くなどして、1.7％分を解消した後になります。

マクロ経済スライドのしくみ
物価（賃金）変動率－スライド調整率（被保険者数の減少率＋平均余命の伸び率）＝年金改定率

（被保険者数の減少率：約0.6％＋平均余命の伸び率：約0.3％でスライド調整率は平均約0.9％の見込）

年金額改定のしくみ
マクロ経済スライドによる年金額の改定方法は、物価（賃金）の変動率とスライド調整率と

の対比等によって次の３通りの改定方法が使われます。

①の例
物価（賃金）がある程度上昇した場合
【物価（賃金）上昇率≧スライド調整率】
物価（賃金）の伸び：1.5％、スライド調整率：0.9％
→年金改定率：1.5％－0.9％＝0.6％
②の例
物価（賃金）の上昇が小さい場合
【物価（賃金）上昇率＜スライド調整率】
物価（賃金）の伸び：0.5％、スライド調整率：0.9％
→年金改定率：0.5％－0.9％＝▲0.4％　とせず増減なし
③の例
物価（賃金）が下落した場合
物価（賃金）の伸び：▲0.3％、スライド調整率：0.9％
→年金改定率：▲0.3％－0.9％＝▲1.2％とせず▲0.3％のみ適用

年金保険料負担と
給付を調整します
～マクロ経済スライドを導入～
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大
蔵
谷
　
中
越
　
洋
平
　
男

〃
　
　
渡
辺
　
幸
江
　
女

東
　
町
　
長
山
　
奈
布
　
女

〃
　
　
新
谷
　
隆
文
　
男

南
　
町
　
吉
本
　
和
広
　
男

川
西
路
　
上
田
　
　
薫
　
男

〃
　
　
上
田
美
早
希
　
女

〃
　
　
木
谷
　
　
誠
　
男

〃
　
　
此
平
　
力
樹
　
男

〃
　
　
西
村
　
味
和
　
女

飯
　
母
　
佃
　
　
祐
輔
　
男

〃
　
　
前
田
　
香
苗
　
女

仲
　
洞
　
溝
添
　
浩
子
　
女

豊
　
原
　
大
ì

恵
　
女

〃
　
　
下
元
　
得
世
　
男

〃
　
　
下
元
　
悠
司
　
男

川
　
井
　
中
越
　
修
二
　
男

〃
　
　
中
越
　
麻
希
　
女

川
　
口
　
大
下
　
雅
昭
　
男

〃
　
　
高
橋
　
太
一
　
男

仲
　
間
　
武
田
　
勇
希
　
男

上
西
の
川

西
村
孝
一
郎
　
男

竹
の
薮
　
大
ì

美
穂
　
女

〃
　
　
川
上
　
　
圭
　
女

広
　
野
　
松
田
　
美
和
　
女

上
　
成
　
森
山
陽
二
郎
　
男

中
　
平
　
小
野
　
美
香
　
女

（
旧
姓
　
久
岡
）

〃
　
　
又
川
　
大
樹
　
男

松
　
原
　
久
岡
　
　
綾
　
女

〃
　
　
久
岡
　
里
沙
　
女

島
　
中
　
近
藤
　
和
祥
　
男

計
五
十
名
あ

（
平
成
十
六
年
九
月
末
現
在
）
あ

平
成
十
七
年
の
成
人
式
を
一
月
三
日

に
行
い
ま
す
。
成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ

ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
ふ
る
さ
と
で
成
人
式

を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

該
当
さ
れ
る
方
々
の
氏
名
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

氏
名
が
も
れ
て
い
た
り
、
字
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
名
簿

に
氏
名
の
な
い
本
町
出
身
者
で
、
町

外
に
在
住
し
て
い
る
方
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

な
お
該
当
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

梼
原
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

@
六
五
―
一
三
五
〇

成
人
式
該
当
者
（
敬
称
略
）

部
　
落
　

氏
　
名
　
性
別

上
本
村
　
川
上
　
和
正
　
男

下
本
村
　
上
田
　
成
司
　
男

井
の
谷
　
中
越
　
準
吏
　
男

永
　
野
　
中
越
　
将
太
　
男

田
野
々
　
片
岡
　
晃
一
　
男

〃
　
　
川
上
　
夕
貴
　
女

〃
　
　
山
ì

渓
　
女

東
　
川
　
神
明
　
幸
恵
　
女

中
の
川
　
尾
野
　
　
綾
　
女

本
も
谷
　
長
山
　
周
太
　
男

〃
　
　
松
浦
　
寿
広
　
男

茶
や
谷
　
中
岡
　
寛
太
　
男

文
　
丸
　
西
村
　
　
悠
　
女

六
　
丁
　
岩
本
　
　
翼
　
男

〃
　
　
下
井
　
鉄
也
　
男

〃
　
　
高
橋
　
昌
子
　
女

大
野
地
　
下
村
　
真
耶
　
女

初
瀬
本
村

那
須
か
お
り
　
女

仲
久
保
　
下
村
　
径
子
　
女

昨年の成人式

牛肉トレーサビリティ法について
ＢＳＥ（牛海綿状脳症）のまん延防止と牛肉に対する消費者

の信頼（安心）確保を目的として、平成15年６月11日に「牛の個
体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法（通
称：牛肉トレーサビリティ法）」が公布されました。
生産段階は既に平成15年12月から施行されていますが、流通段
階においても平成16年12月１日に施行されます。
このことにより、スーパー等で牛肉を購入する際に表示され

ている個体識別番号を基に、インターネットで検索することに
より、その牛の履歴（出生年月日・出生地・種別・と畜地等）
が分かるようになります。
なお、食肉小売店等には、「個体識別番号の表示」と「仕入れ
の記録とその保存」が義務づけられますが、輸入牛肉はすべて
対象外であり、国産であっても内臓や舌、こま切れ、ひき肉、
牛肉を原材料とする加工品や調理品は対象外となります。

個体識別番号検索先（独立行政法人家畜改良センター）
http://www.nlbc.go.jp/

（携帯用サイトは http://www.id.nlbc.go.jp/mobile/）

［問い合わせ先］
中国四国農政局高知農政事務所地域第一課
〒787-0015 中村市右山字大谷2041-30
TEL0880-34-5355 FAX0880-34-5357

高知労働局と高知県社会保険労務士会は、各労

働基準監督署から遠方の市町村を対象に合同で県

内を巡回する移動相談窓口を開設します。賃金、

労働時間などの労働条件、また社会保険、年金に

関する相談を受け付けますのでお近くの会場へお

出掛けください。

なお、須崎市、土佐市、高岡郡、吾川郡のうち

池川町・吾川村、幡多郡のうち大正町・十和村は、

須崎労働基準監督署

（須崎市緑町7-11、TEL0889-42-1866）

の管轄になります。

開　催　日

11月９日（火）

11月15日（月）

11月16日（火）

相談受付時間

10：00～16：00

10：00～16：00

10：00～16：00

開　　催　　場　　所

池川町コミュニティーセンター（吾川郡池川町大野）

梼原病院３階会議室（高岡郡梼原町川西路）

大 正 町 役 場（ 幡 多 郡 大 正 町 田 野 々 ）

会社での仕事、
年金などで悩んでいませんか？
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『『『『劇劇劇劇団団団団ふふふふるるるるささささととととききききゃゃゃゃららららばばばばんんんん』』』』
公公公公演演演演決決決決定定定定

梼原町太陽光発電等自然エネルギー普及啓発事業

日　時：平成16年11月14日（日）

開　場　15：00

開　演　15：30

終　演　17：30

場　　所：梼原中学校体育館

入 場 料：無料（但し、入場整理券が必要となります）
公演内容：エネルギーの過去・現在・未来を描

いたミュージカル。原始の時代から
現代までの人とエネルギーとの関わ
りが、ダイナミックなダンスと歌で
つづられ、地球が本来持っているエ
ネルギーの豊かさと不思議さが、舞
台いっぱいに展開します。子どもか
ら大人まで楽しみながらエネルギー
のこと地球環境のことを再認識し、
そして見終わった後も親子で語り合
えるミュージカルです。

【問い合わせ先】 梼原町役場企画調整課

@65-1111

所得税の予定納税（第２期分）の納税をお忘れなく
○納期限は、平成16年11月30日（火）です。
○減額申請書の提出は、平成16年11月15日（月）までです。
※納税が遅れますと、納付の日までの延滞税を併せて納
付する必要があります。

「税を考える週間」について
○国税庁では、11月11日から11月17日までを「税を考え
る週間」と定めて、全国統一のキャンペーンを実施して
おります。
須崎税務署では、その一環として、「税に関する作品」

（習字やまんが等）の展示を下記のとおり行ないます。
ご家族でぜひご覧ください。

記

期　間　11月11日（木）～11月17日（水）

場　所　ライフタウンゆたか１階シンボルタワー前

須崎市西糺町4-42

年末調整説明会
○今年も年末調整の時期が近づいてきました。
年末調整は給与所得者の１年間の納税額が決定さ

れる大切な事務です。
その事務を正しく行なうためにも、源泉徴収義務

者（雇主）の方はぜひ年末調整説明会においでくだ
さい。
なお、日程につきましては次のとおりです。

年末調整説明会日程表（平成16年度）

須 崎 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
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森
林
組
合
と
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
芸
術
文
化

財
団
で
十
一
月
十
三

日
（
土
曜
）、
十
四
日

（
日
曜
）
に
、「
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
音
楽
キ
ャ

ラ
バ
ン
in
梼
原
」
を

開
催
し
ま
す
。

組
合
と
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林

認
証
の
取
得
を
通
じ

た
情
報
交
流
が
今
ま

で
に
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
の
企
画

が
実
現
し
た
も
の
で

す
。ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
芸

術
文
化
財
団
は
一
九

九
七
年
か
ら
財
団
活

動
の
一
環
と
し
て
、

音
楽
の
新
し
い
楽
し

み
方
を
求
め
て
創
り

あ
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト

「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
音
楽

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開

始
し
、
こ
れ
ま
で
に

北
海
道
、
横
浜
、
岡

山
、
愛
媛
、
沖
縄
な

ど
で
年
に
数
回
、

様
々
な
地
域
の
芸
術

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
文
化
施
設
、
そ
の
地
域
の

人
々
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、

地
元
の
人
々
と
楽
し
む
音
楽
コ
ン
サ

ー
ト
の
開
催
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
未
来
へ
受
け
継
ぐ
べ
き
森
林

を
保
全
し
、
森
林
と
共
生
す
る
ま
ち

“ゆ
す
は
ら
”
の
組
合
と
共
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
町
内
小
学
生
を
中
心
に

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
（
ス
ギ
間
伐
材
）
を

使
っ
た
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

器
“
カ
ホ
ン
”
を
作
成
し
、
世
界
の

様
々
な
リ
ズ
ム
の
体
験
と
梼
原
か
ら

生
ま
れ
る
新
た
な
リ
ズ
ム
を
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
一
緒
に
創
り
出
し
ま
す
。

“カ
ホ
ン
”
と
は
ペ
ル
ー
生
ま
れ
の

楽
器
で
立
方
体
の
箱
の
背
面
内
部
に

ギ
タ
ー
弦
を
張
り
、
箱
を
叩
く
こ
と

に
よ
り
前
面
に
開
け
た
丸
い
穴
か
ら

独
特
の
音
が
出
る
打
楽
器
で
す
。

二
日
目
は
、
ゆ
す
は
ら
座
に
お
い

て
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
リ
ズ
ム
を
ベ
ー
ス

に
し
な
が
ら
、
様
々
な
音
と
リ
ズ
ム

の
実
験
を
展
開
し
て
い
る
港
大
尋
氏

率
い
る
バ
ン
ド
“
ソ
シ
エ
テ
・
コ
ン

ト
ル
・
レ
タ
”
が
様
々
な
楽
器
と

“カ
ホ
ン
”
を
使
っ
て
演
奏
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

初
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
梼
原
発
信
の

新
し
い
音
楽
の
発
表
を
行
う
予
定
で

す
。
音
楽
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
生

ま
れ
た
て
の
音
楽
を
新
し
く
体
験
で

き
る
参
加
型
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
一
人
で

も
多
く
の
人
々
に
芸
術
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
（
間
伐
材
）
の
有
用

性
の
認
識
を
更
に
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

詳
細
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
音
楽
キ
ャ
ラ

バ
ン
in
梼
原
実
行
委
員
会

【
森
林
組
合
内
】（
六
五
―
〇
一
二
一
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

“カ
ホ
ン
”
を
作
っ
て
プ
ロ
の
演
奏
家
と

新
た
な
音
楽
を
創
り
出
し
ま
せ
ん
かペルー生まれ打楽器“カホン”

音楽キャラバンin梼原
ワークショップ

日　　時：11月13日（土）11：00～17：00頃
会　　場：太郎川公園

（廻り舞台・きつつき学習館）
講　　師：ソシエテ・コントル・レタ

（港大尋・澤和幸・岡雄三・清水達生）
参 加 費：無料（要予約）
参加定員：35名程度
※小学生低学年以下の方は保護者と一緒に製
作していただきます。

申込方法：アサヒビール音楽キャラバンin梼
原実行委員会【森林組合内】（65-0121）へ10月
29日までに予約して下さい。

※応募者多数の場合は抽選となりますので、
予めご了承下さい。

音音音音楽楽楽楽キキキキャャャャララララババババンンンンiiiinnnn梼梼梼梼原原原原
コンサート

日　　時：11月14日（日）
12：30開場 13：00開演 15：00終演（予定）

会　　場：ゆすはら座
演　　奏：ソシエテ・コントル・レタ＋ワークショップ参加者
プログラム：「古時計」，「赤とんぼ」，ラテン・アメリカや

アフリカの打楽器アンサンブルなど
入 場 料：無　料（事前申込み制・要入場券）
参加定員：300名程度
申込方法：往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号（連絡先）

希望人数（１通につき２名まで可）・高知～梼原間
の送迎バス乗車希望の有無を明記の上、10月29日（金
曜日・必着）までに下記までご応募して下さい。

※応募者多数の場合は抽選となりますので、予めご了承下さい。
【宛　先】〒780-0870 高知市本町２－２－29 畑山ビル７階

アサヒビール（株）高知支店内
「アサヒビール音楽キャラバンin梼原」受付係

※14日当日はＪＲ高知駅から梼原町までの送迎バスの運行を予定
しています。
乗車ご希望の方は往復ハガキに必ずその旨を明記して下さい。
出発時刻等詳細は追ってご連絡致します。
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☆『
ゆ
う
パ
ッ
ク
』
便
利
さ
一
新
！

十
月
一
日
か
ら
『
ゆ
う
パ
ッ
ク
』

の
便
利
さ
を
一
新
し
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
の
立
場
で
考
え
た
新
サ

ー
ビ
ス
の
数
々
「
安
い
・
速
い
・
安

心
・
便
利
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
『
ゆ
う

パ
ッ
ク
』
は
も
っ
と
も
っ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

○
「
重
さ
」
か
ら
「
大
き
さ
」
へ
！
わ

か
り
や
す
い
「
サ
イ
ズ
制
料
金
」

で
簡
単
・
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
箱
を
使
っ
て
い
る

の
に
重
さ
を
量
る
ま
で
料
金
が
わ
か

ら
な
い
。
発
送
の
際
、
重
さ
を
量
る

の
に
手
間
取
っ
た
。
そ
ん
な
経
験
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
ゆ
う
パ

ッ
ク
は
「
サ
イ
ズ
制
料
金
」
を
導
入

し
、
料
金
シ
ス
テ
ム
を
シ
ン
プ
ル
に

し
ま
し
た
。
タ
テ
、
ヨ
コ
、
高
さ
の

合
計
を
六
十
か
ら
百
七
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
間
の
七
サ
イ
ズ
で
料
金
が

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
サ
イ
ズ
ご
と
の
計
量
は
不
要

で
す
。
そ
し
て
、
万
一
の
場
合
の
損

害
賠
償
限
度
額
も
五
万
円
か
ら
三
十

万
円
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

○
新
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で

ま
す
ま
す
お
得
！

「
持
込
割
引
」

サ
イ
ズ
制
基
本
料
金
で
ご
利
用
の

ゆ
う
パ
ッ
ク
を
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う

パ
ッ
ク
取
扱
所
へ
持
ち
込
ん
だ
場
合
、

一
個
に
つ
き
百
円
割
引

「
同
一
あ
て
所
割
引
」

サ
イ
ズ
制
基
本
料
金
で
ご
利
用
の

ゆ
う
パ
ッ
ク
を
前
回
と
同
じ
あ
て
先
に

送
る
と
一
個
に
つ
き
五
十
円
の
割
引

た
だ
し
、
一
年
以
内
に
送
っ
た
同

じ
あ
て
先
の
「
ご
依
頼
主
控
」
が
必

要
で
す
。

「
複
数
口
割
引
」

サ
イ
ズ
制
基
本
料
金
で
ご
利
用
の

ゆ
う
パ
ッ
ク
を
同
じ
あ
て
先
に
二
個

以
上
送
る
と
一
個
に
つ
き
五
十
円
の

割
引

○
「
ゴ
ル
フ
ゆ
う
パ
ッ
ク
」「
ス
キ
ー

ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
お
取
り
扱
い
開
始
！

「
ゴ
ル
フ
用
具
」「
ス
キ
ー
用
具
」

等
を
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
の
施
設

等
に
使
用
日
前
日
に
お
届
け
す
る
新

サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
持
込
割
引
」「
往

復
割
引
」
そ
れ
ぞ
れ
一
個
に
つ
き
百

円
の
割
引
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、「
空
港
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の

取
り
扱
い
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
翌
日
配
達
エ
リ
ア
も
一
挙

拡
大
し
て
速
く
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
う
れ
し
い
チ
ェ
ン
ジ
！
」
が
い

っ
ぱ
い
の
『
ゆ
う
パ
ッ
ク
』
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た

は
外
務
職
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安
全
・
確
実
・
有
利
な

「
建
退
共
制
度
」
を
お
す
す
め

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！
（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
高
知
県
支
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
八
―
八
二
二
―
六
一
八
一

独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
　
建
退
共
高
知
県
支
部

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/
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え
ぼ
し
俳
句
会

少
し
熱
い
お
茶
に
す
る
も
う
秋岩

元
　
芙
美

姉
さ
ん
か
ぶ
り
が
畑
に
動
く
秋
日
和

下
村
　
弘
花

秋
日
和
母
の
形
見
を
着
る
齢

山
内
　
恵
美

無
花
果
の
実
の
い
く
つ
か
を
楽
し
み
て

成
岡
　
俊
子

周
辺
に
老
の
朗
ら
か
秋
日
和

中
越
　
佐
和

ろ
う
そ
く
の
芯
の
翳
り
に
秋
思
か
な

高
橋
　
か
ず

四
万
十
川
の
水
た
ふ
た
ふ
と
秋
晴
る
る

岩
井
　
章
子

遺
影
膝
に
金
婚
式
や
秋
日
和

磯
路
　
春
香

遠
き
日
を
よ
び
お
こ
し
た
る
今
日
の
月

瀬
戸
口
登
貴
恵

秋
晴
を
知
ら
ず
季
節
は
移
ろ
い
ぬ

西
村
　
智
子

父
あ
れ
ば
母
も
金
婚
女
郎
花

下
元
　
澄
子

秋
日
和
ほ
っ
と
野
菜
を
蒔
き
な
ほ
す

谷
添
　
光
恵

雨
し
と
ど
し
と
ど
に
秋
の
来
て
居
り
し

中
川
美
那
子

近
く
よ
り
遠
く
が
見
え
て
秋
日
和

二
宮
　
　
伝

秋
晴
れ
や
孫
と
の
散
歩
風
う
れ
し

野
村
十
代
木

旅
立
の
支
度
か
つ
ば
め
飛
び
交
ひ
ぬ

村
田
　
静
子

萩
咲
く
や
夫
は
熱
燗
恋
ひ
し
が
り

中
越
　
律
子

野
衾
の
ぶ
す
ま
の
母
子
呼
び
合
ふ
十
三
夜兼

頭
　
千
草

大
義
な
き
戦
は
や
ま
ず
秋
暑
し浜

田
　
け
い

履
き
馴
れ
し
庭
下
駄
か
る
し
秋
日
和

宇
都
宮
由
利
子

よ
ろ
こ
び
の
や
う
草
そ
よ
ぐ
十
三
夜

千
光
寺
昭
子

柚
子
の
木
俳
句
会

み
佛
の
乞
ゆ
る
詠
歌
や
彼
岸
寺中

岡
　
徳
美

野
遊
び
に
木
の
実
と
木
の
実
か
え
っ
こ
す

鎌
倉
　
安
弘

虫
初
音
友
の
歩
み
の
ふ
と
緩
む西

村
由
利
子

野
菊
つ
み
師
の
想
い
出
の
懐
か
し
や

長
谷
部
絹
子

オ
リ
ー
ブ
の
王
冠
ほ
ま
れ
ア
テ
ネ
よ
り

佐
竹
　
重
子

嵐
あ
と
り
ん
と
咲
く
の
は
野
菊
か
な

西
森
　
誠
子

清
楚
な
る
野
菊
の
如
き
君
思
う広

瀬
千
代
美

針
の
目
の
定
ま
り
が
た
く
秋
灯
下

中
岡
　
鉄
子

野
菊
咲
く
日
課
と
な
り
し
試
歩
の
道

長
谷
部
　
富

田
ど
べ
つ
け
泣
き
つ
ら
顔
で
稲
を
刈
る

広
瀬
　
寿
子

切
れ
そ
う
で
切
れ
ぬ
電
話
や
秋
の
夜

本
山
　
三
喜

段
畠
の
色
を
き
わ
め
し
曼
珠
沙
華

広
瀬
　
秀
子

手
の
甲
の
赤
銅
色
や
夏
果
て
ぬ広

瀬
　
実
枝

尾
根
間
近
野
菊
の
風
の
た
も
と
ま
で

広
瀬
　
宗
子

杉
の
子
俳
句
会

放
牛
の
岩
な
め
て
い
る
秋
の
昼中

越
　
若
水

ひ
ぐ
ら
し
の
声
遠
く
聞
き
鍬
洗
う

吉
村
　
招
山

四
万
十
の
光
と
な
り
し
秋
ア
カ
ネ

影
浦
　
鉄
心

列
島
を
総
な
め
に
し
て
時
化
し

け

去
り
ぬ

吉
澤
　
遊
楽

人
生
の
今
中
ほ
ど
か
虫
時
雨

永
　
逸
夫

刈
り
跡
に
咲
き
ほ
こ
り
た
る
曼
珠
沙
華

野
中
案
山
子

朝
顔
の
た
え
て
夕
日
を
遮さ
え
ぎら
す廣

瀬
　
秀
峰

鷹
渡
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
空
の
青

中
越
　
山
鳥

稔
り
田
を
う
ず
ま
き
に
し
て
強
風
か

ぜ

す
ぐ
る

久
光
　
義
恵

白
地
着
て
老
住
職
の
般
若
経

伊
藤
　
辰
子

秋
彼
岸
酒
持
て
亡
父
に
逢
ひ
に
行
く

久
岡
　
智
子

豪
雨
あ
と
乱
れ
し
庭
に
虫
の
声氏

原
　
陽
子

よ
う
壁
に
風
の
譜
を
画
く
く
ず
の
花

奈
路
由
美
子

ほ
こ
ろ
び
の
繕
い
上
手
秋
の
風西

村
　
幸
枝

揚
げ
花
火
水
面
に
映
え
て
戻
る
闇

沖
田
　
定
子

風
鈴
を
仕
舞
ひ
し
軒
の
淋
し
か
り

中
越
富
貴
子

虫
時
雨
湯
ぶ
ね
の
水
を
そ
っ
と
く
む

中
越
　
雅
子

小
さ
き
稲
架
は

ざ

組
む
カ
ル
ス
ト
の
麓
村

牧
野
　
彩
華

つ
る
返
す
藷
の
太
さ
を
た
し
か
め
つ

西
村
　
蓉
子

ふ
と
こ
ろ
に
涼
風
を
入
れ
峠
茶
屋

山
本
　
弘
子

霧
深
き
牧
野
に
牛
の
咀
嚼
そ
し
ゃ
く
音

中
越
　
呆
魚

梼
原
み
ど
り
の
家

「
俳
句
」

長
月
や
秋
雨
降
り
て
肌
寒
し

「
短
歌
」

お
彼
岸
や
お
参
り
行
け
ぬ
悲
し
さ
や

電
話
か
け
れ
ば
孫
も
曾
孫
も

「
川
柳
」

髪
染
め
て
西
洋
マ
ダ
ム
増
え
て
き
て

岡
村
　
和
躬

託
老
所
「
陽
だ
ま
り
」

台
風
に
負
け
じ
と
託
老
足
運
ぶ

へ
ん
し
も
は
何
語
か
と
聞
く
現
代
児

（
急
ぐ
）

風
車
か
ざ
ぐ
る
ま今
か
今
か
と
風
を
待
つ

川
　
　
柳

手
懐な
づ
け
し
風
が
風
車
に
爪
を
た
て

あ
の
地
球
ほ

し

も
近
頃
ど
う
も
キ
レ
た
げ
な

遣
い
込
み
し
て
も
い
い
か
と
右
手
出
し

風
倒
木

文
　
　
化

梼

原

俳

壇
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こ
の
ほ
ど
、
次
の
方
々
か
ら
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
そ
の

趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

書
面
を
も
っ
て
お
礼
と
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
。

松
岡
　
善
喜
　
様

大
向

故
　
松
岡
　
福
馬
氏
香
典
返
し
と

し
て
町
政
福
祉
に

西
村
　
蓉
子
　
様

宮
野
々

故
　
西
村
　
　
弘
氏
香
典
返
し
と

し
て
社
会
福
祉
に

故
　
西
村
　
重
信
氏
香
典
返
し
と

し
て
社
会
福
祉
に

（敬称略）

住所 死亡者氏名 性別 死亡年月日年齢 世 帯 主

大　向 松岡　福馬 男 Ｈ16.  9.   4 74 松岡　善喜

松　原 藤戸　絢也 男 Ｈ16.  9. 13 25 本　　　人

横　貝 川上　　亀 女 Ｈ16.  9. 21 84 川上　喜貫

本も谷 掛水　直起 男 Ｈ16.  9. 20 76 本　　　人

宮野々 西村　重信 男 Ｈ16.  9. 23 68 本　　　人

太郎川 西村　猛春 男 Ｈ16.  9. 28 72 本　　　人

死　亡

住　所 花 婿・花 嫁 結 婚 日

竹の薮 森　光　久　志
Ｈ16.  9.  23

竹の薮 氏　原　優　花

婚　姻

1 1 月 の 行 事 予 定

６～７日 第30回文化祭

７日 第39回産業祭

13日 千枚田収穫祭

13～14日 アサヒビール音楽キャラバンin梼原

14日 劇団ふるさときゃらばん公演

21日 第22回予土県境駅伝競走大会

27日 梼原中学校文化祭

こ
の
ほ
ど
、
次
の
方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
と
ご
報
告
を
申
し

上
げ
ま
す
。

西
元
　
　
聖
　
様

千
葉
県
つ
く
ば
市

梼原町森林組合

町内で見られる希少な動植物の紹介⑧

雑木林やスギ植林の林床に生える。偽球茎は球状で、
葉は2～3枚つき、長さ15～20cm、幅5～8cm、鈍頭で無
毛。花茎は20～40cm、1～2個の鱗片葉がある。花序は
短毛があり、ややまばらに8～5花をつける。和名は「海
老根」で、偽球茎が連なった様子をエビの形に見立て
たもの。北海道西南部から琉球・朝鮮半島（済洲島）
に分布する。高知県内では各地に多く見られたがマニ
アによる園芸採取などによって激減している。花被片
や唇弁の色や形にさまざまな変異があり、人家の庭な
どに植えられているのをよく見かける。

エビネ
Calanthe discolorラン科

全国評価：VU

開花期：4月～5月


